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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のワイヤレスノードにおいて、Ｎ個の期間において第１のコーデックレートの第１
のオーディオまたはビデオコーデックを使用して、第２のワイヤレスノードから、受信さ
れた複数のフレームについての重み付き平均フレームロスレートを判断することと、Ｎが
、１よりも大きい整数であり、前記重み付き平均フレームロスレートが、前記複数のフレ
ームついての前記Ｎ個の期間のＮ個それぞれのフレームロスレートの重み付き和であり、
前記Ｎ個の期間のうちの第１の期間の前記重み付き平均フレームロスレートが、前記第１
の期間より前である前記Ｎ個の期間のうちの第２の期間の前記重み付き平均フレームロス
レートに割り当てられる重みよりも大きい重みを割り当てられ、
　前記重み付き平均フレームロスレートに、少なくとも部分的に、基づいて、前記第２の
ワイヤレスノードにフィードバックを送信することと、前記フィードバックは、使用され
るべき第２のオーディオまたはビデオコーデックが前記第１のコーデックレートよりも低
い第２のコーデックレートを有するときに前記重み付き平均フレームロスレートが第１の
しきい値を上回るという判断の結果を含み、前記第１のしきい値は、前記第１のしきい値
に対応するフレームロスレートにおいて前記第１のオーディオまたはビデオコーデックを
使用することの品質評価が前記第１のしきい値よりも低いフレームロスレートにおいて前
記第２のオーディオまたはビデオコーデックを使用することの品質評価以下になるように
選択され、
　前記フィードバックを送信することに応答して、前記第２のオーディオまたはビデオコ
ーデックを使用して前記第２のワイヤレスノードから１つまたは複数のフレームを受信す
ることと、前記第１のオーディオまたはビデオコーデックと前記第２のオーディオまたは
ビデオコーデックとが、異なる送信レートのために最適化され、
　許容遅延を超えて前記第１のワイヤレスノードにおいて受信される前記第２のワイヤレ
スノードによって送信されたフレームが、失われたと見なされ、
　前記第１のワイヤレスノードにおいて受信されない前記第１のオーディオまたはビデオ
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コーデックを使用して前記第２のワイヤレスノードによって送信されたフレームが、失わ
れたと見なされ、前記第１のワイヤレスノードが、前記第１のオーディオまたはビデオコ
ーデックを使用して１つまたは複数のフレームを受信することが可能であり、
を備える、ワイヤレス通信の方法。
【請求項２】
　無線アクセスネットワークが無線リンクレベル問題に応答するリンク適応レートを推定
することと、
　前記推定されたリンク適応レートに少なくとも部分的に基づいて前記Ｎ個の期間のうち
の各期間の持続時間を判断することと
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記Ｎ個の期間が、前記推定されたリンク適応レートに対応する期間よりも少なくとも
１桁大きい、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　Ｎが、２よりも大きい整数であり、前記Ｎ個の期間のうちの所与の期間中の前記フレー
ムロスレートが、前記所与の期間より前である前記Ｎ個の期間のうちの各期間中の前記そ
れぞれのフレームロスレートに割り当てられたそれぞれの重みよりも大きい重みを割り当
てられる、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記フィードバックは、前記第２のコーデックレートが前記第１のコーデックレートよ
りも高いときに前記重み付き平均フレームロスレートが第２のしきい値を下回るという判
断の結果を含み、前記第２のしきい値は、前記第２のしきい値に対応するフレームロスレ
ートにおいて前記第１のオーディオまたはビデオコーデックを使用することの品質評価が
前記第１のしきい値フレームよりも高いフレームロスレートにおいて前記第２のオーディ
オまたはビデオコーデックを使用することの品質評価以下になるように選択される、請求
項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記重み付き平均フレームロスレートを前記第１のしきい値および前記第２のしきい値
と比較することをさらに備える、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記フィードバックに応答して、前記第２のワイヤレスノードから前記第２のコーデッ
クの識別情報を受信することをさらに備える、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記第２のコーデックは、前記重み付き平均フレームロスレートが前記第２のしきい値
を下回る場合に前記第１のコーデックと比較してより高い送信レートのために最適化され
る、請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　前記第２のコーデックは、前記重み付き平均フレームロスレートが前記第１のしきい値
を上回る場合に前記第１のコーデックと比較してより低い送信レートのために最適化され
る、請求項６に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第１のしきい値および前記第２のしきい値のうちの少なくとも１つが、ヒステリシ
スファクタを備える、請求項６に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第１のしきい値および前記第２のしきい値のうちの少なくとも１つが、コーデック
の変更の候補であるコーデックについての予想されるフレームロスレートに基づいて選択
される、請求項６に記載の方法。
【請求項１２】
　無音モードを検出することと、
　前記無音モードに基づいて前記重み付き平均フレームロスレートを調整することと、
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　前記重み付き平均フレームロスレートと前記第１のしきい値および前記第２のしきい値
との前記比較が、前記調整された重み付き平均フレームロスレートに基づく、
をさらに備える、請求項６に記載の方法。
【請求項１３】
　前記重み付き平均フレームロスレートを調整することが、サンプルの数を調整すること
と、前記無音モードの長さを判断することとを備える、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　第１のワイヤレスノードにおいて、Ｎ個の期間において第１のオーディオまたはビデオ
コーデックを使用して、第２のワイヤレスノードから、受信された複数のフレームについ
ての重み付き平均フレームロスレートを判断するための手段と、Ｎが、１よりも大きい整
数であり、前記重み付き平均フレームロスレートが、前記複数のフレームについての前記
Ｎ個の期間のＮ個それぞれのフレームロスレートの重み付き和であり、前記Ｎ個の期間の
うちの第１の期間の前記重み付き平均フレームロスレートが、前記第１の期間より前であ
る前記Ｎ個の期間のうちの第２の期間の前記重み付き平均フレームロスレートに割り当て
られる重みよりも大きい重みを割り当てられ、
　前記重み付き平均フレームロスレートに少なくとも部分的に基づいて、前記第２のワイ
ヤレスノードにフィードバックを送信するための手段と、前記フィードバックは、使用さ
れるべき第２のオーディオまたはビデオコーデックが前記第１のコーデックレートよりも
低い第２のコーデックレートを有するときに前記重み付き平均フレームロスレートが第１
のしきい値を上回るという判断の結果を含み、前記第１のしきい値は、前記第１のしきい
値に対応するフレームロスレートにおいて前記第１のオーディオまたはビデオコーデック
を使用することの品質評価が前記第１のしきい値よりも低いフレームロスレートにおいて
前記第２のオーディオまたはビデオコーデックを使用することの品質評価以下になるよう
に選択され、
　前記フィードバックを送信することに応答して、前記第２のオーディオまたはビデオコ
ーデックを使用して前記第２のワイヤレスノードから１つまたは複数のフレームを受信す
るための手段と、前記第１のオーディオまたはビデオコーデックと前記第２のオーディオ
またはビデオコーデックとが、異なる送信レートのために最適化され、
　許容遅延を超えて前記第１のワイヤレスノードにおいて受信される前記第２のワイヤレ
スノードによって送信されたフレームが、失われたと見なされ、
　前記第１のワイヤレスノードにおいて受信されない前記第１のオーディオまたはビデオ
コーデックを使用して前記第２のワイヤレスノードによって送信されたフレームが、失わ
れたと見なされ、前記第１のワイヤレスノードが、前記第１のオーディオまたはビデオコ
ーデックを使用して１つまたは複数のフレームを受信することが可能である、
を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項１５】
　無線アクセスネットワークが無線リンクレベル問題に応答するリンク適応レートを推定
するための手段と、
　前記推定されたリンク適応レートに少なくとも部分的に基づいて前記Ｎ個の期間のうち
の各期間の持続時間を判断するための手段と
をさらに備える、請求項１４に記載の装置。
【請求項１６】
　前記Ｎ個の期間が、前記推定されたリンク適応レートに対応する期間よりも少なくとも
１桁大きい、請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　Ｎが、２よりも大きい整数であり、前記Ｎ個の期間のうちの所与の期間中の前記フレー
ムロスレートが、前記所与の期間より前である前記Ｎ個の期間のうちの各期間中の前記そ
れぞれのフレームロスレートに割り当てられたそれぞれの重みよりも大きい重みを割り当
てられる、請求項１４に記載の装置。
【請求項１８】
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　前記フィードバックは、前記第２のコーデックレートが前記第１のコーデックレートよ
りも高いときに前記重み付き平均フレームロスレートが第２のしきい値を下回るという判
断の結果を含み、前記第２のしきい値は、前記第２のしきい値に対応するフレームロスレ
ートにおいて前記第１のオーディオまたはビデオコーデックを使用することの品質評価が
前記第１のしきい値フレームよりも高いフレームロスレートにおいて前記第２のオーディ
オまたはビデオコーデックを使用することの品質評価以下になるように選択される、請求
項１４に記載の装置。
【請求項１９】
　前記重み付き平均フレームロスレートを前記第１のしきい値および前記第２のしきい値
と比較するための手段をさらに備える、請求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
　前記フィードバックに応答して、前記第２のワイヤレスノードから前記第２のコーデッ
クの識別情報を受信するための手段をさらに備える、請求項１９に記載の装置。
【請求項２１】
　前記第２のコーデックは、前記重み付き平均フレームロスレートが前記第２のしきい値
を下回る場合に前記第１のコーデックと比較してより高い送信レートのために最適化され
る、請求項１９に記載の装置。
【請求項２２】
　前記第２のコーデックは、前記重み付き平均フレームロスレートが前記第１のしきい値
を上回る場合に前記第１のコーデックと比較してより低い送信レートのために最適化され
る、請求項１９に記載の装置。
【請求項２３】
　前記第１のしきい値および前記第２のしきい値のうちの少なくとも１つが、ヒステリシ
スファクタを備える、請求項１９に記載の装置。
【請求項２４】
　前記第１のしきい値および前記第２のしきい値のうちの少なくとも１つが、コーデック
の変更の候補であるコーデックについての予想されるフレームロスレートに基づいて選択
される、請求項１９に記載の装置。
【請求項２５】
　無音モードを検出するための手段と、
　前記無音モードに基づいて前記重み付き平均フレームロスレートを調整するための手段
と、
　前記重み付き平均フレームロスレートと前記第１のしきい値および前記第２のしきい値
との前記比較が、前記調整されたフレームロスレートに基づく、
をさらに備える、請求項１９に記載の装置。
【請求項２６】
　前記重み付き平均フレームロスレートを調整するための前記手段が、サンプルの数を調
整することと、前記無音モードの長さを判断することとを行うようにさらに構成される、
請求項２５に記載の装置。
【請求項２７】
　第１のワイヤレスノードにおいて、Ｎ個の期間において第１のオーディオまたはビデオ
コーデックを使用して、第２のワイヤレスノードから、受信された複数のフレームについ
ての重み付き平均フレームロスレートを判断することと、Ｎが、１よりも大きい整数であ
り、前記重み付き平均フレームロスレートが、前記複数のフレームについての前記Ｎ個の
期間のＮ個それぞれのフレームロスレートの重み付き和であり、前記Ｎ個の期間のうちの
第１の期間の前記重み付き平均フレームロスレートが、前記第１の期間より前である前記
Ｎ個の期間のうちの第２の期間の前記重み付き平均フレームロスレートに割り当てられる
重みよりも大きい重みを割り当てられ、
　前記重み付き平均フレームロスレートに少なくとも部分的に基づいて、前記第２のワイ
ヤレスノードにフィードバックを送信することと、前記フィードバックは、使用されるべ
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き第２のオーディオまたはビデオコーデックが前記第１のコーデックレートよりも低い第
２のコーデックレートを有するときに前記重み付き平均フレームロスレートが第１のしき
い値を上回るという判断の結果を含み、前記第１のしきい値は、前記第１のしきい値に対
応するフレームロスレートにおいて前記第１のオーディオまたはビデオコーデックを使用
することの品質評価が前記第１のしきい値よりも低いフレームロスレートにおいて前記第
２のオーディオまたはビデオコーデックを使用することの品質評価以下になるように選択
され、
　前記フィードバックを送信することに応答して、前記第２のオーディオまたはビデオコ
ーデックを使用して前記第２のワイヤレスノードから１つまたは複数のフレームを受信す
ることと、前記第１のオーディオまたはビデオコーデックと前記第２のオーディオまたは
ビデオコーデックとが、異なる送信レートのために最適化され、
　許容遅延を超えて前記第１のワイヤレスノードにおいて受信される前記第２のワイヤレ
スノードによって送信されたフレームが、失われたと見なされ、
　前記第１のワイヤレスノードにおいて受信されない前記第１のオーディオまたはビデオ
コーデックを使用して前記第２のワイヤレスノードによって送信されたフレームが、失わ
れたと見なされ、前記第１のワイヤレスノードが、前記第１のオーディオまたはビデオコ
ーデックを使用して１つまたは複数のフレームを受信することが可能であり、
を行うためのコードを備える、非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項２８】
　無線アクセスネットワークが無線リンクレベル問題に応答するリンク適応レートを推定
することと、
　前記推定されたリンク適応レートに少なくとも部分的に基づいて前記Ｎ個の期間のうち
の各期間の持続時間を判断することと
を行うためのコードをさらに備える、請求項２７に記載の非一時的コンピュータ可読媒体
。
【請求項２９】
　前記Ｎ個の期間が、前記推定されたリンク適応レートに対応する期間よりも少なくとも
１桁大きい、請求項２８に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項３０】
　Ｎが、２よりも大きい整数であり、前記Ｎ個の期間のうちの所与の期間中の前記フレー
ムロスレートが、前記所与の期間より前である前記Ｎ個の期間のうちの各期間中の前記そ
れぞれのフレームロスレートに割り当てられたそれぞれの重みよりも大きい重みを割り当
てられる、請求項２７に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項３１】
　前記フィードバックは、前記第２のコーデックレートが前記第１のコーデックレートよ
りも高いときに前記重み付き平均フレームロスレートが第２のしきい値を下回るという判
断の結果を含み、前記第２のしきい値は、前記第２のしきい値に対応するフレームロスレ
ートにおいて前記第１のオーディオまたはビデオコーデックを使用することの品質評価が
前記第１のしきい値フレームよりも高いフレームロスレートにおいて前記第２のオーディ
オまたはビデオコーデックを使用することの品質評価以下になるように選択される、請求
項２７に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項３２】
　前記重み付き平均フレームロスレートを前記第１のしきい値および前記第２のしきい値
と比較するためのコードをさらに備える、請求項３１に記載の非一時的コンピュータ可読
媒体。
【請求項３３】
　前記フィードバックに応答して、前記第２のワイヤレスノードから前記第２のオーディ
オまたはビデオコーデックの識別情報を受信するためのコードをさらに備える、請求項３
２に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項３４】
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　前記第２のオーディオまたビデオコーデックは、前記重み付き平均フレームロスレート
が前記第２のしきい値を下回る場合に前記第１のオーディオまたはビデオコーデックと比
較してより高い送信レートのために最適化される、請求項３２に記載の非一時的コンピュ
ータ可読媒体。
【請求項３５】
　前記第２のオーディオまたはビデオコーデックは、前記重み付き平均フレームロスレー
トが前記第１のしきい値を上回る場合に前記第１のオーディオまたはビデオコーデックと
比較してより低い送信レートのために最適化される、請求項３２に記載の非一時的コンピ
ュータ可読媒体。
【請求項３６】
　前記第１のしきい値および前記第２のしきい値のうちの少なくとも１つが、ヒステリシ
スファクタを備える、請求項３２に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項３７】
　前記第１のしきい値および前記第２のしきい値のうちの少なくとも１つが、コーデック
の変更の候補であるコーデックについての予想されるフレームロスレートに基づいて選択
される、請求項３２に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項３８】
　無音モードを検出することと、
　前記無音モードに基づいて前記重み付き平均フレームロスレートを調整することと、
　前記重み付き平均フレームロスレートと前記第１のしきい値および前記第２のしきい値
との前記比較が、前記調整されたフレームロスレートに基づく、
を行うためのコードさらに備える、請求項３２に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項３９】
　前記重み付き平均フレームロスレートを調整するための前記コードが、サンプルの数を
調整することと、前記無音モードの長さを判断することとを行うようにさらに構成された
コードを備える、請求項３８に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項４０】
　メモリと、
　前記メモリに結合され、
　　第１のワイヤレスノードにおいて、Ｎ個の期間において第１のオーディオまたはビデ
オコーデックを使用して、第２のワイヤレスノードから、受信された複数のフレームにつ
いての重み付き平均フレームロスレートを判断することと、Ｎが、１よりも大きい整数で
あり、前記重み付き平均フレームロスレートが、前記複数のフレームについての前記Ｎ個
の期間のＮ個それぞれのフレームロスレートの重み付き和であり、前記Ｎ個の期間のうち
の第１の期間の前記重み付き平均フレームロスレートが、前記第１の期間より前である前
記Ｎ個の期間のうちの第２の期間の前記重み付き平均フレームロスレートに割り当てられ
る重みよりも大きい重みを割り当てられ、
　　前記重み付き平均フレームロスレートに少なくとも部分的に基づいて、前記第２のワ
イヤレスノードにフィードバックを送信することと、前記フィードバックは、使用される
べき第２のオーディオまたはビデオコーデックが前記第１のコーデックレートよりも低い
第２のコーデックレートを有するときに前記重み付き平均フレームロスレートが第１のし
きい値を上回るという判断の結果を含み、前記第１のしきい値は、前記第１のしきい値に
対応するフレームロスレートにおいて前記第１のオーディオまたはビデオコーデックを使
用することの品質評価が前記第１のしきい値よりも低いフレームロスレートにおいて前記
第２のオーディオまたはビデオコーデックを使用することの品質評価以下になるように選
択され、
　　前記フィードバックを送信することに応答して、前記第２のオーディオまたはビデオ
コーデックを使用して前記第２のワイヤレスノードから１つまたは複数のフレームを受信
することと、前記第１のオーディオまたはビデオコーデックと前記第２のオーディオまた
はビデオコーデックとが、異なる送信レートのために最適化され、
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　許容遅延を超えて前記第１のワイヤレスノードにおいて受信される前記第２のワイヤレ
スノードによって送信されたフレームが、失われたと見なされ、
　前記第１のワイヤレスノードにおいて受信されない前記第１のオーディオまたはビデオ
コーデックを使用して前記第２のワイヤレスノードによって送信されたフレームが、失わ
れたと見なされ、前記第１のワイヤレスノードが、前記第１のオーディオまたはビデオコ
ーデックを使用して１つまたは複数のフレームを受信することが可能であり、
　を行うように構成された少なくとも１つのプロセッサと
を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項４１】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　無線アクセスネットワークが無線リンクレベル問題に応答するリンク適応レートを推定
することと、
　前記推定されたリンク適応レートに少なくとも部分的に基づいて前記Ｎ個の期間のうち
の各期間の持続時間を判断することと
を行うようにさらに構成される、請求項４０に記載の装置。
【請求項４２】
　前記Ｎ個の期間が、前記推定されたリンク適応レートに対応する期間よりも少なくとも
１桁大きい、請求項４１に記載の装置。
【請求項４３】
　Ｎが、２よりも大きい整数であり、前記Ｎ個の期間のうちの所与の期間中の前記フレー
ムロスレートが、前記所与の期間より前である前記Ｎ個の期間のうちの各期間中の前記そ
れぞれのフレームロスレートに割り当てられたそれぞれの重みよりも大きい重みを割り当
てられる、請求項４０に記載の装置。
【請求項４４】
　前記フィードバックは、前記第２のコーデックレートが前記第１のコーデックレートよ
りも高いときに前記重み付き平均フレームロスレートが第２のしきい値を下回るという判
断の結果を含み、前記第２のしきい値は、前記第２のしきい値に対応するフレームロスレ
ートにおいて前記第１のオーディオまたはビデオコーデックを使用することの品質評価が
前記第１のしきい値フレームよりも高いフレームロスレートにおいて前記第２のオーディ
オまたはビデオコーデックを使用することの品質評価以下になるように選択される、請求
項４０に記載の装置。
【請求項４５】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記重み付き平均フレームロスレートを前記第１
のしきい値および前記第２のしきい値と比較するようにさらに構成される、請求項４４に
記載の装置。
【請求項４６】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記フィードバックに応答して、前記第２のワイ
ヤレスノードから前記第２のオーディオまたはビデオコーデックの識別情報を受信するよ
うにさらに構成された、請求項４５に記載の装置。
【請求項４７】
　前記第２のコーデックは、前記重み付き平均フレームロスレートが前記第２のしきい値
を下回る場合に前記第１のコーデックと比較してより高い送信レートのために最適化され
る、請求項４５に記載の装置。
【請求項４８】
　前記第２のコーデックは、前記重み付き平均フレームロスレートが前記第１のしきい値
を上回る場合に前記第１のコーデックと比較してより低い送信レートのために最適化され
る、請求項４５に記載の装置。
【請求項４９】
　前記第１のしきい値および前記第２のしきい値のうちの少なくとも１つが、ヒステリシ
スファクタを備える、請求項４５に記載の装置。
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【請求項５０】
　前記第１のしきい値および前記第２のしきい値のうちの少なくとも１つが、コーデック
の変更の候補であるコーデックについての予想されるフレームロスレートに基づいて選択
される、請求項４５に記載の装置。
【請求項５１】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　無音モードを検出することと、
　前記無音モードに基づいて前記重み付き平均フレームロスレートを調整することと、
　前記重み付き平均フレームロスレートと前記第１のしきい値および前記第２のしきい値
との前記比較が、前記調整されたフレームロスレートに基づく、
を行うようにさらに構成される、請求項４５に記載の装置。
【請求項５２】
　前記重み付き平均フレームロスレートを調整するために、前記少なくとも１つのプロセ
ッサが、サンプルの数を調整することと、前記無音モードの長さを判断することとを行う
ようにさらに構成された、請求項５１に記載の装置。
【請求項５３】
　第１のワイヤレスノードから、Ｎ個の期間において第１のオーディオまたはビデオコー
デックを使用して第２のワイヤレスノードに複数のフレームを送信することと、Ｎが、１
よりも大きい整数であり、
　前記送信することに応答して、前記第２のワイヤレスノードから、フレームロスレート
情報を受信することと、前記フレームロスレート情報が、前記複数のフレームについての
重み付き平均フレームロスレートに基づき、前記重み付き平均フレームロスレートが、前
記複数のフレームについての前記Ｎ個の期間のＮ個それぞれのフレームロスレートの重み
付き和であり、前記Ｎ個の期間のうちの第１の期間の前記重み付き平均フレームロスレー
トが、前記第１の期間より前である前記Ｎ個の期間のうちの第２の期間の前記重み付き平
均フレームロスレートに割り当てられる重みよりも大きい重みを割り当てられ、前記フレ
ームロスレート情報は、使用されるべき第２のオーディオまたはビデオコーデックが前記
第１のコーデックレートよりも低い第２のコーデックレートを有するときに前記重み付き
平均フレームロスレートが第１のしきい値を上回るという判断の結果を含み、前記第１の
しきい値は、前記第１のしきい値に対応するフレームロスレートにおいて前記第１のオー
ディオまたはビデオコーデックを使用することの品質評価が前記第１のしきい値よりも低
いフレームロスレートにおいて前記第２のオーディオまたはビデオコーデックを使用する
ことの品質評価以下になるように選択され、許容遅延を超えて前記第２のワイヤレスノー
ドにおいて受信される前記第１のワイヤレスノードによって送信された前記複数のフレー
ムのうちのフレームの数が、失われたと見なされ、前記第２のワイヤレスノードにおいて
受信されない前記第１のオーディオまたはビデオコーデックを使用して前記第１のワイヤ
レスノードによって送信された前記複数のフレームのうちのフレームの数が、失われたと
見なされ、前記第２のワイヤレスノードが、前記第１のオーディオまたはビデオコーデッ
クを使用して１つまたは複数のフレームを受信することが可能であり、
　前記フレームロスレート情報に少なくとも部分的に基づいて、前記第２のオーディオま
たはビデオコーデックを選択することと、
　前記第２のコーデックを使用して前記第２のワイヤレスノードに第２の複数のフレーム
を送信することと、前記第１のオーディオまたはビデオコーデックと前記第２のオーディ
オまたはビデオコーデックとが、異なる送信レートのために最適化され、
を備える、ワイヤレス通信の方法。
【請求項５４】
　前記フレームロスレート情報が、前記第２のコーデックを使用したいという要求を備え
る、請求項５３に記載の方法。
【請求項５５】
　前記フィードバックは、前記第２のコーデックレートが前記第１のコーデックレートよ
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りも高いときに前記重み付き平均フレームロスレートが第２のしきい値を下回るという判
断の結果を含み、前記第２のしきい値は、前記第２のしきい値に対応するフレームロスレ
ートにおいて前記第１のオーディオまたはビデオコーデックを使用することの品質評価が
前記第１のしきい値フレームより高いフレームロスレートにおいて前記第２のオーディオ
またはビデオコーデックを使用することの品質評価以下になるように選択される、請求項
５３に記載の方法。
【請求項５６】
　第１のワイヤレスノードから、Ｎ個の期間において第１のオーディオまたはビデオコー
デックを使用して第２のワイヤレスノードに複数のフレームを送信するための手段と、Ｎ
が、１よりも大きい整数であり、
　前記送信することに応答して、前記第２のワイヤレスノードから、フレームロスレート
情報を受信するための手段と、前記フレームロスレート情報が、前記複数のフレームにつ
いての重み付き平均フレームロスレートに基づき、前記重み付き平均フレームロスレート
が、前記複数のフレームについての前記Ｎ個の期間のＮ個それぞれのフレームロスレート
の重み付き和であり、前記Ｎ個の期間のうちの第１の期間の前記重み付き平均フレームロ
スレートが、前記第１の期間より前である前記Ｎ個の期間のうちの第２の期間の前記重み
付き平均フレームロスレートに割り当てられる重みよりも大きい重みを割り当てられ、前
記フレームロスレート情報は、使用されるべき第２のオーディオまたはビデオコーデック
が前記第１のコーデックレートよりも低い第２のコーデックレートを有するときに前記重
み付き平均フレームロスレートが第１のしきい値を上回るという判断の結果を含み、前記
第１のしきい値は、前記第１のしきい値に対応するフレームロスレートにおいて前記第１
のオーディオまたはビデオコーデックを使用することの品質評価が前記第１のしきい値よ
りも低いフレームロスレートにおいて前記第２のオーディオまたはビデオコーデックを使
用することの品質評価以下になるように選択され、許容遅延を超えて前記第２のワイヤレ
スノードにおいて受信される前記第１のワイヤレスノードによって送信された前記複数の
フレームのうちのフレームの数が、失われたと見なされ、前記第２のワイヤレスノードに
おいて受信されない前記第１のオーディオまたはビデオコーデックを使用して前記第１の
ワイヤレスノードによって送信された前記複数のフレームのうちのフレームの数が、失わ
れたと見なされ、前記第２のワイヤレスノードが、前記第１のオーディオまたはビデオコ
ーデックを使用して１つまたは複数のフレームを受信することが可能であり、
　前記フレームロスレート情報に少なくとも部分的に基づいて、前記第２のオーディオま
たはビデオコーデックを選択するための手段と、
　前記第２のコーデックを使用して前記第２のワイヤレスノードに第２の複数のフレーム
を送信するための手段と、前記第１のオーディオまたはビデオコーデックと前記第２のオ
ーディオまたはビデオコーデックとが、異なる送信レートのために最適化され、
を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項５７】
　前記フレームロスレート情報が、前記第２のコーデックを使用したいという要求を備え
る、請求項５６に記載の装置。
【請求項５８】
　前記フィードバックは、前記第２のコーデックレートが前記第１のコーデックレートよ
りも高いときに前記重み付き平均フレームロスレートが第２のしきい値を下回るという判
断の結果を含み、前記第２のしきい値は、前記第２のしきい値に対応するフレームロスレ
ートにおいて前記第１のオーディオまたはビデオコーデックを使用することの品質評価が
前記第１のしきい値フレームよりも高いフレームロスレートにおいて前記第２のオーディ
オまたはビデオコーデックを使用することの品質評価以下になるように選択される、請求
項５６に記載の装置。
【請求項５９】
　第１のワイヤレスノードから、Ｎ個の期間において第１のオーディオまたはビデオコー
デックを使用して第２のワイヤレスノードに複数のフレームを送信することと、Ｎが、１
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よりも大きい整数であり、
　前記送信することに応答して、前記第２のワイヤレスノードからフレームロスレート情
報を受信することと、前記フレームロスレート情報が、前記複数のフレームについての重
み付き平均フレームロスレートに基づき、前記重み付き平均フレームロスレートが、前記
複数のフレームについての前記Ｎ個の期間のＮ個それぞれのフレームロスレートの重み付
き和であり、前記Ｎ個の期間のうちの第１の期間の前記重み付き平均フレームロスレート
が、前記第１の期間より前である前記Ｎ個の期間のうちの第２の期間の前記重み付き平均
フレームロスレートに割り当てられる重みよりも大きい重みを割り当てられ、前記フレー
ムロスレート情報は、使用されるべき第２のオーディオまたはビデオコーデックが前記第
１のコーデックレートよりも低い第２のコーデックレートを有するときに前記重み付き平
均フレームロスレートが第１のしきい値を上回るという判断の結果を含み、前記第１のし
きい値は、前記第１のしきい値に対応するフレームロスレートにおいて前記第１のオーデ
ィオまたはビデオコーデックを使用することの品質評価が前記第１のしきい値よりも低い
フレームロスレートにおいて前記第２のオーディオまたはビデオコーデックを使用するこ
との品質評価以下になるように選択され、許容遅延を超えて前記第２のワイヤレスノード
において受信される前記第１のワイヤレスノードによって送信された前記複数のフレーム
のうちのフレームの数が、失われたと見なされ、前記第２のワイヤレスノードにおいて受
信されない前記第１のオーディオまたはビデオコーデックを使用して前記第１のワイヤレ
スノードによって送信された前記複数のフレームのうちのフレームの数が、失われたと見
なされ、前記第２のワイヤレスノードが、前記第１のオーディオまたはビデオコーデック
を使用して１つまたは複数のフレームを受信することが可能であり、
　前記フレームロスレート情報に少なくとも部分的に基づいて、前記第２のオーディオま
たはビデオコーデックを選択することと、
　前記第２のオーディオまたはビデオコーデックを使用して前記第２のワイヤレスノード
に第２の複数のフレームを送信することと、前記第１のオーディオまたはビデオコーデッ
クと前記第２のオーディオまたはビデオコーデックとが、異なる送信レートのために最適
化され、
を行うためのコードを備える、非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項６０】
　前記フレームロスレート情報が、前記第２のコーデックを使用したいという要求を備え
る、請求項５９に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項６１】
　前記フィードバックは、前記第２のコーデックレートが前記第１のコーデックレートよ
りも高いときに前記重み付き平均フレームロスレートが第２のしきい値を下回るという判
断の結果を含み、前記第２のしきい値は、前記第２のしきい値に対応するフレームロスレ
ートにおいて前記第１のオーディオまたはビデオコーデックを使用することの品質評価が
前記第１のしきい値フレームよりも高いフレームロスレートにおいて前記第２のオーディ
オまたはビデオコーデックを使用することの品質評価以下になるように選択される、請求
項５９に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項６２】
　メモリと、
　前記メモリに結合され、
　　第１のワイヤレスノードから、第１のオーディオまたはビデオコーデックを使用して
第２のワイヤレスノードに複数のフレームを送信することと、
　　前記送信することに応答して、前記第２のワイヤレスノードからフレームロスレート
情報を受信することと、前記フレームロスレート情報が、前記複数のフレームについての
重み付き平均フレームロスレートに基づき、前記重み付き平均フレームロスレートが、前
記複数のフレームについての前記Ｎ個の期間のＮ個それぞれのフレームロスレートの重み
付き和であり、前記Ｎ個の期間のうちの第１の期間の前記重み付き平均フレームロスレー
トが、前記第１の期間より前である前記Ｎ個の期間のうちの第２の期間の前記重み付き平
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均フレームロスレートに割り当てられる重みよりも大きい重みを割り当てられ、前記フレ
ームロスレート情報は、使用されるべき第２のオーディオまたはビデオコーデックが前記
第１のコーデックレートよりも低い第２のコーデックレートを有するときに前記重み付き
平均フレームロスレートが第１のしきい値を上回るという判断の結果を含み、前記第１の
しきい値は、前記第１のしきい値に対応するフレームロスレートにおいて前記第１のオー
ディオまたはビデオコーデックを使用することの品質評価が前記第１のしきい値よりも低
いフレームロスレートにおいて前記第２のオーディオまたはビデオコーデックを使用する
ことの品質評価以下になるように選択され、許容遅延を超えて前記第２のワイヤレスノー
ドにおいて受信される前記第１のワイヤレスノードによって送信された前記複数のフレー
ムのうちのフレームの数が、失われたと見なされ、前記第２のワイヤレスノードにおいて
受信されない前記第１のオーディオまたはビデオコーデックを使用して前記第１のワイヤ
レスノードによって送信された前記複数のフレームのうちのフレームの数が、失われたと
見なされ、前記第２のワイヤレスノードが、前記第１のオーディオまたはビデオコーデッ
クを使用して１つまたは複数のフレームを受信することが可能であり、
　　前記フレームロスレート情報に少なくとも部分的に基づいて、前記第２のオーディオ
またはビデオコーデックを選択することと、
　　前記第２のオーディオまたはビデオコーデックを使用して前記第２のワイヤレスノー
ドに第２の複数のフレームを送信することと、前記第１のオーディオまたはビデオコーデ
ックと前記第２のオーディオまたはビデオコーデックとが、異なる送信レートのために最
適化され、
　を行うように構成された少なくとも１つのプロセッサと
を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項６３】
　前記フレームロスレート情報が、前記第２のコーデックを使用したいという要求を備え
る、請求項６２に記載の装置。
【請求項６４】
　前記フィードバックは、前記第２のコーデックレートが前記第１のコーデックレートよ
りも高いときに前記重み付き平均フレームロスレートが第２のしきい値を下回るという判
断の結果を含み、前記第２のしきい値は、前記第２のしきい値に対応するフレームロスレ
ートにおいて前記第１のオーディオまたはビデオコーデックを使用することの品質評価が
前記第１のしきい値フレームよりも高いフレームロスレートにおいて前記第２のオーディ
オまたはビデオコーデックを使用することの品質評価以下になるように選択される、請求
項６２に記載の装置。
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